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論 文 要 旨       

指導教員 坂爪 裕 研究会 
氏

名 
工藤 涼平 

（論文題名） 
E社を事例とした自動車部品向けプラスチック加工企業における問題の発見とその解決策 

（内容の要旨） 

本研究は、自動車部品向けプラスチック加工企業である E 社を事例として、作業現

場における安全上の問題点を明らかにし、その解決策を提言することを目的としてい

る。 

E 社は創業から 20 年の中小企業であり、自動車部品メーカーの下請けとして機能性

プラスチックコンパウンドを生産している。事前フィールドワークによって調査を進

めると工場内で事故が発生しており、現場の安全管理に問題があることを特定した。 

この問題意識のもと、直接作業者が客観的な視覚データのみに基づき、簡易的にヒ

ヤリハットの抽出・分析を実施し、対策が検討できるようになるという作業仮説を構

築した。 

4 ヶ月間の長期フィールドワークを実施し、作業者が視覚データのみに基づいて簡

易的にヒヤリハットを抽出・分析できるという作業仮説を検証した。計量工程、混練

工程、押出機清掃作業の 3 工程を対象に、作業の動画撮影と分析を行った。分析の結

果、高温による火傷と腰痛・腱鞘炎が高頻度で発生するヒヤリハットとして抽出し

た。これらのヒヤリハットについて、高温接触状況の整理、作業姿勢のスティックピ

クチャー分析や簡易版 OWAS 法による評価を通じて、高温による火傷と腰痛・腱鞘炎の

要因を言語化した。分析結果から、火傷については、槽フチへの接触や混練材との直

接接触が主要な要因として特定された。また腰痛・腱鞘炎については、25kg 以上の重

量物を扱う前屈・中腰姿勢での作業や、材料袋・箱の持ち上げ動作における手首およ

び上肢への負荷が主要な要因として明らかになった。 

 

分析結果から、すぐに実施可能な物理的対策として、材料運搬用の専用治具の導

入、高温部への接触防止カバーの設置、槽の傾斜による作業姿勢の改善などを提言し

た。さらに、現場と管理部門の連携強化に向けた仕組み的対策として、工場見える化

MAP の導入と、既存の安全教育委員会を活用した定期的な安全活動の実施を提案し

た。 

本研究の課題として、視覚データに頼った情報把握の限界、提案した対策の実証実

験による検証が未実施、作業者のプライバシーや撮影時の心理的抵抗といった課題が

存在する。今後、提案した対策の有効性の検証、さらには作業者の疲労度や環境要因

といった、より包括的な要因分析が必要である。 


